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１ 医療安全管理体制 

医療安全管理の組織体制 

○統括安全管理者 

 副病院長の内の１名を任命し、病院における医療安全管理の推進、情報

の収集・分析・評価等、医療安全管理活動の推進責任者として位置付けて

います。  

○安全管理指導者 

 統括安全管理者を補佐して、病院の医療安全管理全般にわたる指導、改

善指示、職員研修の企画等を行う職として「安全管理指導者」を置き、 

「医療安全・医療管理学」准教授（附属病院）、「医療安全管理学」准教授

（センター病院）をあてております。安全管理指導者は、医療安全管理学

の学生教育も行っています。 

○安全管理者（リスクマネジャー） 

 医療安全管理に関する職場点検、業務改善、教育・指導、事故発生時の

対応及び報告等を行うため、各病院の「医療安全管理室」に安全管理担当

課長または担当係長を２名（看護師、薬剤師）配置しているほか、診療部

門・看護部門等の各部門に７０余名の安全管理者（リスクマネジャー）を

配置しています。 

 

 

安全管理の推進のための委員会活動 

○安全管理対策委員会 

 統括安全管理者を委員長として、病院の医療安全管理活動を推進する中

心として活動しており、インシデント報告の検討、改善策の検討と評価、

医療安全管理の情報収集等を行っています。 

○リスクマネジャー会議 

 インシデント事例についての検討、各部署の取組の紹介、改善策の周知、

「事故予防マニュアル」の作成、医療安全管理の情報提供等を行い、職員

の安全管理意識を高める場としています。 

 

 

インシデント報告システム 

 病院の日常業務の中で、医療事故につながりかねない「ヒヤリ、ハット」

したできごと（インシデント）を医療従事者が自主的に報告し、その情報

をもとに、事故を未然に防ぐための改善策を確立するシステムです。 

報告は、各部門のリスクマネジャーから医療安全管理室に報告され、安

全管理対策委員会とリスクマネジャー会議を通じて改善策の検討と周知

などを行っています。 
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市立大学附属２病院 安全管理体制図 

 

 

 

                  ※ 委員数 附属病院２３名、センター病院２２名 
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                                                        指導・助言、情報提供 

                   ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄの報告 

                   改善策の提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               ※ 各部門のリスクマネジャー 附属病院６３名、センター病院７９名 

（委員等の人数は平成 26年 4月 1日現在） 

各診療部門 

 

管理部門 

 

 

各中央部門 

 

看護部門 

 

    

リスクマネジャー会議 

【統括安全管理者】 

副 病 院 長 

（附属病院には統括安全管理者補佐も在籍） 

委  員 

安全管理指導者 

医療安全・医療管理学准教授 

 

安全管理者 

 安全管理担当２名 

 看護師 1・薬剤師 1 

 

 

管理部長 

看護部長 

診療科部長 

医薬品安全管理責任者 

医療機器安全管理責任者 

その他 

副 病 院 長 

病 院 長 

安全管理者 

（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞｬｰ） 

安全管理者 

（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞｬｰ） 

安全管理者 

（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞｬｰ） 

安全管理者 

（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞｬｰ） 

医療安全管理室 
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２　安全管理対策委員会の活動状況２　安全管理対策委員会の活動状況２　安全管理対策委員会の活動状況２　安全管理対策委員会の活動状況

1
第１回新採用・転入者医療安全研修について

2
第１回リスクマネージャー会議報告

3
医療関連ニュースについて

4
インシデント報告

5
本年度リスクマネージャー会議で取り組むこと

6
院内の除細動器、ＡＥＤの設置について

7
医療安全管理指針改訂に伴うプロジェクト設置について

8
心肺蘇生部会（仮称）の設置について

9
医療安全管理指針改訂について

10
平成２５年度の安全管理室の体制

11
平成２５年度の安全管理対策委員会日程について

1
新採用・転入者医療安全研修(ビデオ上映)について

2
第1回医療安全講演会の開催について

3
栄養チューブ管理検討ワーキング経過報告

4
医療関連ニュースについて

5
インシデント報告

6
本年度リスクマネージャー会議で取り組むこと

7
外来患者アンケート調査について

1
新採用・転入者医療安全研修(ビデオ上映)について

2 第1回医療安全講演会について

3
人工呼吸研修について

4
医療関連ニュースについて

5
インシデント報告

6
入院指示出し・受けについて

7
窒素ガス供給の不具合について

8
病院内における薬剤の点検について

9
放射線性医薬品も安全確保における「医療安全管理指針」及び

「医薬品の安全使用のための業務手順書」の変更について

10
Ｂ型肝炎ウイルスキャリアのがん化学療法について

11
抗がん剤の静脈注射に関するガイドラインについて

1
第１回医療安全講演会について

2
第２回医療安全講演会について

3
人工呼吸器研修について

4
医療関連ニュースについて

5
インシデント報告

6
外来患者アンケート調査結果について

7
医薬品伝票（白伝）での薬剤請求について

8
PTP誤飲時の対応フローについて

1
新採用・転入者医療安全研修について

2
第2回医療安全講演会（災害対策講演会合同）について

3
平成25年度　人工呼吸研修　レベルⅠ　第3回について

4
平成25年度ＭＲ磁場体験研修について

5
病院内における薬剤の点検について

6
インシデント事例の報告について

7
第１回鎮静管理プロジェクト報告

8
リスクマネージャー安全巡視の実施について

9
安全文化調査について

10
酢酸の取扱いに関する医療事故にかかる事故報告書と再発防止策について

11
MRI撮影時の期間チューブの取り扱いについて

12
「医療安全管理指針」及び「ポケット版医療安全管理指針」の改訂について

1
新採用・転入者医療安全研修について

2
第1回医療安全講演会（災害対策講演会合同）について

3
人工呼吸器研修について

4
平成25年度ＭＲ磁場体験研修について

5
医療関連ニュース（2013/07/11～2013/09/18）

6
インシデント事例の報告

7
心肺蘇生ワーキングの開催について

8
「医薬品の安全使用のための業務手順書」　第８版における変更内容について

9
危険薬について

10
院内使用のホルマリンの色調統一について

11
ＰＴＰ誤飲時のフローチャート作成について

12
夜間患者確認について

13
リスク要因提案書について

14
指示の出し方、臨時指示を出す際の報告等について

15
第3回CVCプロジェクト検討会開催について

16
医療安全管理指針の改正について

17
経管栄養についてのマニュアルについて

附属病院

9/30第６回

主な議題

第２回 5/27

8/26第５回

7/22第４回

6/24第３回

開催日

4/22第１回

3



主な議題開催日

1
新採用・転入者医療安全研修（個別申込みによるビデオ研修）について

2
第１回医療安全講演会　個別申込みによるビデオ受講者について

3
人工呼吸研修について

4
ＭＲ磁場体験研修について

5
中心静脈カテーテル講習会について

6
医療関連ニュース（2013/09/19～2013/10/16）

7
インシデント事例の報告

8
医療安全管理指針改訂について

1
新採用・転入者医療安全研修（個別申込みによるビデオ研修）について

2
第3回医療安全講演会について

3
第4回医療安全講演会について

4
第3回感染対策・第5回医療安全講演会について

5
ＭＲ磁場体験研修について

6
医療関連ニュース（2013/10/17～2013/11/13）

7
インシデント事例の報告

8
薬剤関連のインシデントの対策について

1
新採用・転入者医療安全研修（個別申込みによるビデオ研修）について

2
第4回医療安全講演会について

3
第3回感染対策・第5回医療安全講演会について

4
第6回医療安全講演会について

5
医療安全推進セミナーについて

6
医療関連ニュース（2013/11/14～2013/12/04）

7
インシデント事例の報告

8
患者確認のポスターについて

9
エレベーター優先について

10
配茶・配膳の新たな運用について

11
リスク要因提案書の内容と対応について

12
安全週間の取り組み

13
薬剤インシデント撲滅運動月間（2月）

1
新採用・転入者医療安全研修（個別申込みによるビデオ研修）について

2
第6回医療安全講演会について

3

横浜市医療安全講演会について

4

医療関連ニュース（2013/12/5～2014/1/14）

5

インシデント事例の報告

6

薬剤インシデント撲滅キャンペーンについて

7

配茶・配膳の新たな運用について

8

酸素チューブの延長方法について

9

薬品に関わる伝票の取り扱いについて

10

安全管理対策委員の変更について

11

附属病院における包括同意書の変更案について

12

超緊急帝王切開術の同意書について

13

中心静脈穿刺プロジェクトより

1
新採用・転入者医療安全研修（個別申込みによるビデオ研修）について

2
第6回医療安全講演会について

3

医療安全講演会　未受講者について

4

医療関連ニュース（2014/01/16～2014/02/12）

5

院内の時刻合わせについて

6

チュービングコネクターの使用終了、コネクターの変更について

7

車いすの転倒防止用パイプの取り付けについて

8

ドクターコール事例

9

チームSTEPPS研修の予定について

10

診療記録ガイドラインVer.５への改訂に伴う修正について

11

気管カニューレの交換、偶発的な気管カニューレの抜去時の対応について

12

手術引き継ぎ用確認シートの改正

1
新採用・転入者医療安全研修（個別申込みによるビデオ研修）について

2

第6回医療安全ビデオ講演会について

3

医療安全講演会　未受講者について

4

医療事故風化防止事業

5

事例報告

6

院内時刻合わせについて

7

外来における注射オーダーについて

8

医療関連ニュース（2014/2/14-3/12）

9

手術・検査等のオカレンスレポート報告形式変更について

10

クリニカルパスの今後の取組みについて

11

医療安全管理室　平成25年度　業務進捗状況と課題事例

第１２回 3/24

1/27第１０回

2/24第１１回

第９回 12/16

11/25第８回

10/28第７回
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1 統括安全管理者挨拶　　電子カルテに関する医療安全の充実をテーマに取り組む
2 平成25年度安全管理対策委員会 委員と日程について
3 医療関連ニュース（平成25年2月28日～3月19日）
4 第142回リスクマネージャー会議（3/11）報告
5 新任職員への医療安全に関するオリエンテーションにつて
6 RST（レスピラトリー・サポート・チーム）3月巡回報告
7 医薬品・医療機器安全管理責任者会議（2/8、2/14）報告
8 中心静脈カテーテル挿入・留置プロジェクト報告
9 リスクマネージャーグループワークに関して

1 医療関連ニュース（平成25年3月28日～4月17日分）
2 第143回リスクマネージャー会議（4/22）報告
3 新任職員への医療安全に関するオリエンテーションの報告
4 医療機器安全管理実施要綱の改訂案について
5 心肺蘇生部会（3/25）報告
6 RST（レスピラトリー・サポート・チーム）4月巡回報告
7 医薬品・医療機器安全管理責任者会議（4/11）報告
8 附属病院で発生した事例について
9 非ラテックス手袋の配置について
10 インシデント報告
11 リエゾンチーム要綱について

1 医療関連ニュース（平成25年4月25日～5月15日分）
2 免疫抑制・化学療法に伴うB型肝炎ウイルス再活性化対策について
3 平成25年度肺血栓塞栓症予防対策プロジェクトメンバーについて
4 第144回リスクマネージャー会議（5/13）報告
5 RST（レスピラトリー・サポート・チーム）5月巡回報告
6 リエゾンチーム（5月）報告
7 医薬品・医療機器安全管理責任者会議（5/9）報告
8 異動職員への医療安全に関するオリエンテーションについて
9 インシデント報告

1 医療関連ニュース（平成25年5月23日～6月12日分）
2 第145回リスクマネージャー会議（6/18）報告
3 RST（レスピラトリー・サポート・チーム）6月報告
4 リエゾンチーム報告
5 医薬品・医療機器安全管理責任者会議（6/13）報告
6 肺血栓塞栓症予防対策プロジェクト（6/3）報告
7 医療事故公表判定委員会（6/10）報告
8 e-learning「医療安全基本の10問」実施報告
9 インシデント報告

1 医療関連ニュース（平成25年6月27日～7月17日分）
2 第146回リスクマネージャー会議（7/8)報告
3 RST（レスピラトリー・サポート・チーム）7月巡回報告
4 リエゾンチーム（7月）報告
5 医薬品・医療機器安全管理責任者会議（7/11）報告
6 e-learning　アンケート集計結果報告
7 インシデント報告
8 標準時計（既存）と基準時計（電子カルテ）について
9 記者発表（平成24年度医療安全管理の取り組み）8/8　一括公表事例について
10 平成25年度第1回医療安全講演会（9/24）について

1 医療関連ニュース（平成25年7月25日～8月14日分）
2 記者発表（8/8）報告
3 RST（レスピラトリー・サポート・チーム）8月巡回報告
4 リエゾンチーム（8月）報告
5 医薬品・医療機器安全管理責任者会議（8/8）報告
6 転倒・転落防止のための療養環境（トイレ、浴室）の見直しについて
7 「確認の徹底」強化月間について
8 オーダーで以降中止をした薬剤の併用禁忌チェックについて
9 インシデント報告
10 インシデント・アクシデントのレベル基準について

第６回 9月2日

第３回 6月3日

第４回 7月1日

第５回 8月5日

第２回 5月7日

センター病院
開催日 主な議題

第１回 4月8日

5



開催日 主な議題

1 医療関連ニュース（平成25年8月29日～9月25日分）
2 第147回リスクマネージャー会議（9/9)報告
3 RST（レスピラトリー・サポート・チーム）9月巡回報告
4 リエゾンチーム（9月）報告
5 医薬品・医療機器安全管理責任者会議（9/12）報告
6 e-learning「患者確認-安全コンテンツ各論-」実施報告
7 中心静脈カテーテル挿入・留置プロジェクト報告
8 第1回医療安全講演会（9/24）開催報告
9 インシデント報告
10 医薬品及び医療機器安全管理要領の改訂について
11 医療安全管理指針の改訂について

1 医療関連ニュース（平成25年9月26日～10月23日分）
2 第148回リスクマネージャー会議（10/21)報告
3 RST（レスピラトリー・サポート・チーム）10月巡回報告
4 リエゾンチーム（10月）報告
5 医薬品・医療機器安全管理責任者会議（10/10）報告
6 PMDA医療安全情報「トラキマスク取扱い時の注意について」
7 インシデント報告
8 医療安全管理指針の改訂について
9 平成25年度第2回医療安全講演会（1/16）について

1 医療関連ニュース（平成25年10月24日～11月20日分）
2 第149回リスクマネージャー会議（11/19)報告
3 RST（レスピラトリー・サポート・チーム）11月巡回報告
4 リエゾンチーム（11月）報告
5 医薬品・医療機器安全管理責任者会議（11/14）報告
6 診療材料の安全管理について
7 医療監視報告について
8 医療安全管理指針第12版（平成25年12月）発行
9 在宅用人工呼吸器の院内での使用について
10 医療事故公表判定委員会（12/10）について

1 医療関連ニュース（平成25年11月28日～12月24日分）
2 第150回リスクマネージャー会議（12/9)報告
3 RST（レスピラトリー・サポート・チーム）12月巡回報告
4 リエゾンチーム（12月）報告
5 医薬品・医療機器安全管理責任者会議（12/12）報告
6 肺血栓塞栓症予防対策プロジェクト（12/17）報告
7 平成25年度の医療安全管理の取り組みについて
8 当院での医療安全の取り組み
9 安全ポッケの改訂について
10 医療安全巡回の実施について
11 インシデント報告
12 リスクマネージャー会議グループワーク報告会（1/27）について

1 医療関連ニュース（平成25年12月25日～1月22日分）
2 第151回リスクマネージャー会議（1/27)報告
3 RST（レスピラトリー・サポート・チーム）1月巡回報告
4 リエゾンチーム（1月）報告
5 医薬品・医療機器安全管理責任者会議（1/16）報告
6 平成25年度第2回医療安全講演会（1/16）報告
7 安全管理巡回について
8 インシデント報告
9 医療監視指摘事項への対応
10 リスクマネージャー会議グループワーク報告会（1/27）概要
11 平成26年度安全管理対策委員会開催予定

1 医療関連ニュース（平成25年1月23日～2月18日分）
2 第152回リスクマネージャー会議（2/17)報告
3 RST（レスピラトリー・サポート・チーム）2月巡回報告
4 リエゾンチーム（2月）報告
5 医薬品・医療機器安全管理責任者会議（2/13）報告
6 平成25年度医療安全に関する院外研修報告
7 医療安全巡回（2月実施）報告
8 安全ポッケ第3版追補について
9 指示コメントへの「院内標準スライディングスケール」の導入について
10 リスクマネージャー会議「同意書に関するアンケート」結果報告
11 医療監視指導事項への対応（チュービングコネクター）
12 医薬品及び医療機器安全管理要領の改訂について（平成26年3月3日施行の要領改訂を承認）
13 「カプロシン皮下注」の名称変更について

第10回 1月14日

第11回 2月3日

第12回 3月3日

第７回 10月7日

第８回 11月11日

第９回 12月2日
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３ リスクマネジャー会議活動状況３ リスクマネジャー会議活動状況３ リスクマネジャー会議活動状況３ リスクマネジャー会議活動状況

1
リスクマネジャーの役割の確認について

2
重点的に取り組みたい事項について

3
新採用・転入者医療安全研修について

4
中心静脈カテーテル講習について

5
医療関連ニュースについて

6
事例報告

7
分科会の取り組みについて

8
事例検討について

9
医療安全巡視について

1
第１回　医療安全講演会　開催について

2
新採用・転入者医療安全研修【ビデオ】について

3
中心静脈カテーテル講習について

4
人工呼吸器研修について

5
院内の除細動器、ＡＥＤの設置について

6
医療関連ニュースについて

7
事例報告

8
手術時の同意書記入の原則について

9
医療安全管理指針の改訂事項について

10
今年度リスクマネージャー会議の取り組みについて

11
事例検討について

12
危険薬剤の回収について

1
第１回　医療安全講演会　について

2 新採用・転入者医療安全研修【ビデオ】について

3
中心静脈カテーテル講習について

4
人工呼吸器研修について

5
医療関連ニュースについて

6
事例報告

7
マニュアルの整備について

8
外来アンケート調査について

1
新採用・転入者医療安全研修(ビデオ上映)について

2
第1回医療安全講演会について

3
人工呼吸研修について

4
MR磁場体験研修について

5
医療関連ニュースについて

6
インシデント報告、事例報告

7
病院内における薬剤の点検について

8
放射線性医薬品の安全確保における「医療安全管理指針」及び

「医療安全使用のための業務手順書」の変更について

9
Ｂ型肝炎ウイルスキャリアのがん化学療法について

10
抗がん剤の静脈注射に関するガイドラインについて

11
入院指示出し・受けについて

12
事例検討について

1
新採用・転入者医療安全研修(ビデオ上映)について

2 医療安全講演会について

3
第３回医療安全講演会について

4
人工呼吸研修について

5

【後期】中心静脈カテーテル講習について

6

MR磁場体験研修について

7

医療関連ニュースについて（2013年6月20日～2013年8月21日）

8

インシデント報告、事例報告

9

病院内における薬剤の点検について

10

医薬品伝票（白伝票）での請求について

11

「医療安全管理指針」及び「ポケット版　医療安全管理指針」の改訂について

12

酢酸の取扱いに関する医療事故に関する事故報告書と再発防止策について

13

安全文化調査について

14

「医薬品の安全使用のための業務手順書」に基づく業務の実施状況の確認について

15

 ＰＴＰの誤飲について

16

リスクマネージャー安全巡視について

附属病院
開催日 主な議題

第５回 9/2

第１回

第４回 7/1

4/15

第２回 5/13

第３回 6/3
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開催日 主な議題

1
新採用・転入者医療安全研修（個別申込みによるビデオ研修）について

2

第１回医療安全講演会　個別申込みによるビデオ受講者

3

人工呼吸研修について

4

ＭＲ磁場体験研修について

5

医療関連ニュース（2013/07/11～2013/09/18）

6

附属病院医療の質向上センターについて

7

インシデント事例の報告

8

心肺蘇生ワーキングの開催について

9

「医薬品の安全使用のための業務手順書」　第８版における変更内容について

10

危険薬・白伝の変更について

11

院内使用のホルマリンの色調統一について

12

ＰＴＰ誤飲時のフローチャート作成について

13

夜間患者確認について

14

リスク要因提案書について

15

指示の出し方、臨時指示を出す際の報告等について

16

医療安全巡視について

17

医療安全管理指針の改正・配布、ポケット版医療安全管理指針の配布について

18

「経管栄養の手引き」の配布について

1
新採用・転入者医療安全研修（個別申込みによるビデオ研修）について

2

第3回医療安全講演会について

3

第4回医療安全講演会について

4

第5回医療安全・感染対策講演会について

5

人工呼吸研修レベルⅡについて

6

ＭＲ磁場体験研修について

7

中心静脈カテーテル講習会　について

8

医療関連ニュース（2013/9/26～2013/10/30）

9
インシデント事例の報告

10
平成25年度立入り検査指導事項

11
安全管理及び感染対策の研修未受講者ゼロ運動について

12
ローカルルールに関する研修医の意見について

13
医療安全管理指針の改訂について

14
療安全文化調査結果について

1
新採用・転入者医療安全研修（個別申込みによるビデオ研修）について

2

第４回医療安全講演会について

3

第5回医療安全・感染対策講演会について

4

ＭＲ磁場体験研修について

5

心肺蘇生・ＡＥＤ研修について

6

医療関連ニュース（2013/10/31～2013/11/20）

7

輸血後HIV感染事例について

8

インシデント事例の報告

9
夜間の患者確認について

9

「医薬品の安全使用のための業務手順書」に基づく実施状況の確認及び報告書の提

出について

1
新採用・転入者医療安全研修　未受講者について

2

医療安全・感染対策講演会未受講者について

3

第４回医療安全講演会「これからの医療安全体制について」

4

第5回医療安全・感染対策講演会「転倒・転落の対策」「冬の感染対策について」

5 第6回医療安全講演会「クリニカルパスと医療の質管理」

6

心肺蘇生・ＡＥＤ研修について

7 患者安全推進全体フォーラムについて

8 第3回　薬剤安全セミナーについて

9 医療安全推進セミナーについて

10 横浜市医療安全研修会について

11 医療関連ニュース（2013/11/21～2014/1/8）

12 インシデント事例の報告

13 配膳・配茶の新たな運用について

14 薬剤インシデント撲滅キャンペーンについて

15 酸素チューブの延長方法について

16 内服管理について

1 チームSTEPPS研修

第９回

10/7第６回

第１０回 2/3

第７回 11/11

12/2第８回

1/20

8



開催日 主な議題

1 新採用・転入者医療安全研修　未受講者について

2 第6回医療安全講演会「クリニカルパスと医療の質管理」について

3 平成26年度 第1回 医療安全講演会「附属病院の医療安全（仮）」について

4 心肺蘇生・ＡＥＤ研修について

5 次年度の安全管理・リスクマネジャーの体制及び、研修体制について

6 チームSTEPPS研修の予定について

7 医療関連ニュース・医療安全情報：機能評価機構・PMDA

8 院内の時刻合わせについて

9 「医薬品の安全使用のための業務手順書」に基づく実施状況の

確認及び報告書の提出について

10 チュービングコネクターの使用終了、コネクターの変更について

11 車いすの転倒防止用パイプの取り付けについて

12 薬剤撲滅キャンペーンの標語について

13 患者確認行為について

14 インシデントレポートシステムの一部修正について

15 返却薬剤について

16 ドクターコール事例について

17 気管カニューレの交換、偶発的なカニューレ抜去時の対応について

18 手術引き継ぎ用確認シートの変更

19 診療記録ガイドラインVer.５への改訂に伴う修正について

第１１回 3/3
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1 統括安全管理者挨拶
2 第156回安全管理対策委員会（4/8）報告
3 医療関連ニュース（平成25年3月1日～3月21日）
4 平成25年度リスクマネージャー一覧、会議日程、グループワークについて
5 電子カルテにおける“被虐待患者の注意喚起”の運用について
6 インシデント報告
7 非ラテックス手袋への切り替えについて

1 第157回安全管理対策委員会（5/7）報告
2 医療関連ニュース（平成25年3月28日～4月17日）
3 付属病院で発生した事例に関して
4 インシデント報告
5 e-Learning「医療安全基本の10問」開講
6 e-Learning「中心静脈カテーテル挿入・留置に関する安全管理」開講
7 CVC講習会日程について
8 グループワーク活動

1 第158回安全管理対策委員会（6/3）報告
2 平成24年度医療安全の取り組みについて
3 医療関連ニュース（平成25年4月25日～5月15日）
4 新任（異動）医師への医療安全に関するオリエンテーションについて
5 ラテックスアレルギーに関するアンケート調査報告
6 免疫抑制・化学療法に伴うB型肝炎ウイルス再活性化対策について
7 e-Learning「医療安全基本の10問」実施報告
8 注射処方単位「U（単位）」の変更について
9 インシデント報告

1 第159回安全管理対策委員会（7/1）報告
2 医療関連ニュース（平成25年5月23日～6月12日）
3 抗けいれん剤の供給停止について
4 電子カルテの患者基本情報の入力について
5 インシデント報告
6 e-Learning「医療安全基本の10問」再開講後の実施報告
7 平成25年度第1回医療安全講演会（9/24）について
8 グループワーク活動

1 第160・161回安全管理対策委員会（8/5、9/2）報告
2 医療関連ニュース（平成25年7月25日～8月14日）
3 e-Learning「患者確認」　実施報告と再開講について
4 「患者確認の強化月間」について
5 インシデント報告
6 インシデント報告の「レベル０」について
7 院内標準時計の運用変更について
8 中心静脈カテーテル挿入・留置実技講習会について

1 第162回安全管理対策委員会（10/7）報告
2 医療関連ニュース（平成25年8月29日～9月25日）
3 e-Learning「患者確認」　再開講の実施報告
4 手術時の安全チェックリストの改訂について
5 平成25年度第1回医療安全講演会（9/24）開催報告
6 中心静脈カテーテル挿入・留置記録集計結果報告
7 上半期のインシデント集計報告
8 抑制記録の試行について
9 医療監視に向けて
10 グループワーク活動

第２回 5月13日

センター病院
開催日 主な議題

第１回 4月22日

第３回 6月18日

第４回 7月8日

第５回 9月9日

第６回 10月21日
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開催日 主な議題
1 第163回安全管理対策委員会（11/11）報告
2 医療関連ニュース（平成25年9月26日～10月23日）
3 PMDA医療安全情報「トラキマスク取扱い時の注意について」
4 患者サポートセンターについて
5 医療安全推進週間（11/24～11/30）
6 患者確認強化月間（9/9～10/4）の振り返りについて
7 インシデント報告
8 平成25年度第2回医療安全講演会（1/16）について
9 グループワーク報告会の予定

1 第164回安全管理対策委員会（12/2）報告
2 医療関連ニュース（平成25年10月24日～11月20日）
3 診療材料の安全管理について
4 在宅用人工呼吸器の院内での使用について
5 周術期血栓塞栓症評価用紙（予防計画治療書）への「出血リスク」記載欄の追加
6 医療監視報告
7 医療安全管理指針の改訂について－主な改訂概要－
8 e-Learning「医療安全のためのKYT（危険予知トレーニング）」開講（1/1～
9 特定生物由来製剤専用伝票の運用変更について
10 グループワーク報告会

1 第165回安全管理対策委員会（1/4）報告
2 医療関連ニュース（平成25年11月28日～12月24日）
3 平成25年度の医療安全管理の取り組みについて
4 当院での医療安全の取り組み
5 平成25年度第2回医療安全講演会（1/16）報告
6 インシデント報告
7 安全ポッケの改訂について－主な改訂概要－
8 医療安全巡回について
9 グループワーク報告会

1 第166回安全管理対策委員会（2/3）報告
2 医療関連ニュース（平成25年12月25日～平成26年1月22日）
3 医療安全情報共有
4 インフルエンザの院内発生状況
5 平成26年度 診療科リスクマネジャー選出依頼
6 書類等の患者確認について
7 安全ポッケ追補について
8 指示コメントへの「院内標準スライディングスケール」の導入について
9 同意の確認を書面で行っている医療行為に関する調査について

1 第167回安全管理対策委員会（3/3）報告
2 医療関連ニュース（平成26年1月23日～2月18日）
3 安全ポッケ追補について（再周知）
4 指示コメントへの「院内標準スライディングスケール」の導入について
5 安全管理巡回結果報告
6 「同意に関するアンケート」結果報告
7 医療監視指導事項への対応（チュービングコネクター）
8 「カプロシン皮下注」の名称変更について
9 平成26年度 リスクマネジャー（中央部門・事務部門）選出依頼
10 平成26年度 新採用・転入職員へのオリエンテーションについて

第７回 11月19日

第８回 12月9日

第９回 1月27日

第10回 2月17日

第11回 3月10日
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４　安全管理研修の開催状況
４　安全管理研修の開催状況４　安全管理研修の開催状況
４　安全管理研修の開催状況

附属病院

研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

4/2 57名

4/24 71名 ・情報システムの利用と個人情報保護について

5/15 1名 　：医療情報部　部長　根本　明宣

5/20 2名 ・医療安全の組織展開

5/20 2名 　：医療安全・医療管理学　准教授　菊地　龍明

5/21 2名 ・当院における感染対策

5/21 7名 　：感染制御部　部長　満田　年宏

5/22 1名 ・エラー防止に向けた処方オーダについて

6/5 7名 　：薬剤部　副薬剤部長　西川　能治

6/5 9名 ・診療録の記載について

6/11 1名 　：医療情報管理士　水尾　裕

6/13 9名 ・放射線診療における医療安全

6/13 5名 　：放射線科　助教　米山　智啓

7/26 6名 ・研修医の指導・指導医による指示確認の原則

7/26 1名 　：臨床研修センター稲森　正彦

7/29 4名 ・手術・検査における医療安全

7/29 4名 　：手術部　部長　後藤　隆久

8/1 1名 ・当院の医療安全

8/16 1名 　：医療安全管理室　担当係長　小島　昌徳

8/20 1名

9/12 2名

9/11 2名

9/10 4名

9/6 1名

9/5 2名

9/13 1名

9/17 3名

9/18 3名

9/19 1名

9/20 2名

9/25 2名

9/26 4名

9/27 1名

10/1 3名

10/4 2名

10/7 1名

10/8 1名

10/22 2名

10/29 1名

10/30 1名

10/30 1名

10/30 1名

11/6 1名

11/14 1名

11/15 1名

11/18 1名

11/22 1名

11/27 2名

12/6 1名

12/20 1名

1/17 1名

1/24 1名

1/30 1名

2/19 1名

2/21 1名

2/24 1名

3/2 1名

3/4 1名

3/6 1名

3/6 1名

3/6 1名

3/7 1名

3/11 2名

3/11 名

3/11 1名

3/12 1名

新採用・転入者

医療安全研修

新採用・

転入職

員、前期

研修医2

年目、大

学院生

2時間
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研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

3/14 1名

3/17 1名

3/18 1名

3/19 2名

3/20 1名

3/25 1名

3/26 1名

3/27 1名

3/31 1名

9/4 中止

9/18 9名

10/2 9名

11/20 9名

5/28 17名

6/12 20名

10/30 12名

5/31 22名

6/14 16名

7/12 22名

9/27 25名

6/28 13名

10/11 18名

10/25 9名

5/31 353名

6/17 69名

6/17 42名

6/18 45名

6/19 133名

6/21 84名

6/25 141名

6/27 131名

7/8 21名

7/8 7名

7/8 11名

7/9 29名

7/9 16名

7/9 12名

7/10 27名

7/11 25名

9/4 3名

9/12 4名

9/13 2名

9/26 1名

10/3 2名

8/2 216名

8/19 69名

8/19 37名

8/21 74名

8/21 40名

8/22 81名

8/22 29名

8/23 63名

8/23 26名

8/27 73名

8/27 41名

8/29 88名

8/29 60名

10/28 174名

11/6 20名

11/7 18名

11/19 203名

12/3 57名

12/3 32名

12/4 57名

12/4 41名

12/5 34名

12/6 23名

第3回

医療安全講演会

および

ビデオ講演会

全職員

・人工呼吸器教育・研修プロジェクト主催

　：水谷医師・佐々木医師・塩田医師・出井医師

臨床工学技士　並木・品田　他

・スライドによる説明

・ＭＲ室内での実地研修:放射線部　大城、比佐 他

・講義、シミュレーターを使用した実技演習

　：CVCプロジェクトメンバー

麻酔科　佐藤、消化器肝移植外科 熊本、秋山　他

ＭＲ磁場体験研修

第4回

医療安全講演会

第2回

医療安全講演会

および

ビデオ講演会

1.5時間

医師・

研修医

2時間

全職員

これからの医療安全体制について

・栄養チューブ事故調査委員会報告

　　　　統括安全管理者　後藤 隆久

・安全文化に関する調査の結果

        　医療安全指導者   菊地 龍明

1時間

全職員 1時間

中心静脈カテーテ

ル講習会

1時間

附属病院

職員

第１回

医療安全講演会

および

ビデオ講演会

1時間

『事例共有　4月7日栄養チューブ事故』

病院長・統括安全管理者・安全管理指導者

アドバイザー：大阪大学医学部附属病院 中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

部

　　　　　　　　   病院教授 中島 和江先生

　　　　　　　倉敷中央病院 医療安全管理室

　　　　　　　　    院長補佐 米井 昭智先生

『東北大学病院の災害対応-災害対策本部の立上げと院内連

携』

　講師:東北大学病院 メディカルITセンター 助教 佐藤 大 氏

医学研究におけるコンプライアンスの遵守

2時間

新採用・

転入職

員、前期

研修医2

年目、大

学院生

新採用・転入者

医療安全研修

人工呼吸器研修

レベルⅠ

人工呼吸器研修

レベルⅡ

医師・

看護師・

研修医・

医学部生

1時間全職員
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研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

11/26 406名

12/10 142名

12/10 63名

12/11 153名

12/11 68名

12/12 135名

12/12 60名

12/13 95名

1/24 12名

1/24 8名

1/24 19名

1/27 14名

1/27 5名

1/28 7名

1/28 11名

1/28 9名

1/28 2名

1/29 8名

1/29 5名

1/29 12名

1/30 13名

1/30 7名

1/30 9名

3/6 1名

3/11 1名

3/11 1名

3/12 1名

3/12 1名

3/13 1名

3/13 1名

3/13 1名

3/14 1名

3/14 1名

3/17 1名

3/17 1名

3/17 1名

3/18 1名

3/20 1名

3/25 1名

3/25 1名

3/26 1名

3/26 1名

3/27 2名

3/31 1名

3/10-25 33名

2/10 123名

2/24 27名

2/25 17名

2/25 5名

2/26 30名

2/26 8名

2/27 28名

2/27 9名

2/28 23名

2/28 14名

12/19 17名

1/14 中止

1/23 8名

2/4 12名

2/27 14名

3/11 19名

3/27 5名

4/3

4/5

4/6

4/8

全職員

1時間

1時間

第5回

医療安全講演

心肺蘇生WGメンバー:救急部　野垣・CCU　三浦　他全職員

第6回

医療安全講演会

・クリニカルパスと医療の質管理

　済生会熊本病院　院長　副島　秀久氏

・冬の感染対策について

　　講師：感染制御部長　満田　年宏

・転倒・転落の対策

　　講師：脳神経外科　指導診療医　岩田　盾也

　　　　　医療安全管理担当係長　久保　まゆみ

基本的な看護技術を学ぶ

基本的な看護技術のイメージ化が図れる。病棟配属への心理

的な準備を図り、リアリティショックの予防の機会とする

　：平原病院長、杉浦看護部長、部署師長、認定看護師、教育

委員他

新採用

オリエンテーション

研修

ステップⅠ

ステップⅡ

平成25年

度新採用

中途採用

者

74名 64時間

AED研修

1時間全職員
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研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

4/11

4/12

5/19

5/20

セルフマネジメント

導入

4/26

平成25年

度新採用

者

95名 3時間

社会人としての意識付けと必要な心構えについて学ぶ。プロ

フェッショナルに必要な周囲の人（患者・家族・上司・同僚）との

かかわり方を学ぶ。：ハーティスト田邉千枝先生

看護研究導入研修 5/9

研究コー

ス参加者

13名 8時間

看護研究の意義と研究過程を知り、研究計画の全体像をイ

メージできる：小児看護専門看護師　染谷奈々子

5/14 29名

10/7 28名

2/10 28名

6/14

9/6

1/10 38名

6/6

6/12

10/28

10/30

6/13

6/21

9/4

9/11

12/2

12/4

6/3

6/5

9/2

9/5

2/5

2/6

セルフマネジメント

研修

7/1

CDP３以

上

33名 4時間

リーダーを担う上でのセルフマネジメントを学ぶ。アサーション

について学ぶ：リエゾン精神看護専門看護師

7/10

7/24

ファシリテーター研

修

7/12

CDP３以

上

24名 3時間

ファシリテーターの役割を学び、部署におけるリフレクションを

支援できる

　：関東学院大学　青木由美恵先生

7/31 14名

9/30 26名

11/18 76名

52名

4時間

リーダーシップⅢ

平成25年

度教育委

員及び臨

床指導委

員

教育担当者研修

53名

61名

101名

平成25年

度新採用

者

フィジカルアセスメ

ントⅡ

セルフマネジメント2

セルフマネジメント3

平成２５年

度新採用

者

93名 4時間

61名

4時間セルフマネジメント1

平成２５年

度新採用

者

95名

4時間

SBAR：リエゾン精神看護専門看護師

患者アセスメントに必要なフィジカルアセスメントについて学

び、看護過程に活かす

　：救急部野垣医師、集中ケア認定看護師後藤

CDP2段

階

61名

課題解決プロセスを学びながら実践し、リーダーシップを発揮

できる：看護学科　叶谷由佳先生

8時間

副看護師

長

・人を指導・育成する時に必要な心構えを振り返りながら、新人

の指導・育成に対する意欲を高める

　：教育担当看護師長　加藤弘美

プリセプターシップ

フォロー研修

平成25年

度新規プ

リセプター

4時間

39名

部署における新人看護職員研修の企画実施評価について学

ぶ

　：看護学科　勝山貴美子先生

入職してからの半年間を振り返り、自己の課題を認識し、次の

ステップにつなげる。セルフマネジメントについて振り返る。コ

ミュニケーションについて学び、アサーションのロールプレイを

実施した。

　講師：リエゾン精神看護専門看護師　渡邊

・混乱する日常業務の中で周囲にSOSを出し適切な時間管理

ができる

・ベッドサイドでの急変時の対応がイメージできる

・ベッドサイドでの心肺蘇生術が体験できる

　：7-3師長　竹井陽美、集中ケア認定看護師、救急看護認定

看護師

基本的な看護技術を学ぶ

基本的な看護技術のイメージ化が図れる。病棟配属への心理

的な準備を図り、リアリティショックの予防の機会とする

　：平原病院長、杉浦看護部長、部署師長、認定看護師、教育

委員他

92名 4時間

文献検索ガイダンスを受け、文献検索ができるようになる：医学

情報センター司書

新人職員に必要なストレスマネジメント、コミュニケーションにつ

いて学ぶ。講師：リエゾン精神看護専門看護師　渡邊

8時間

新人看護師研修ス

テップⅢ（BLS＆タ

イムマネジメント）

3時間

CDP２以

上

文献検索ガイド

平成２５年

度新採用

者

新採用

オリエンテーション

研修

ステップⅠ

ステップⅡ

平成25年

度新採用

中途採用

者

74名 64時間
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研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

リーダーシップⅡ 8/1

CDP３段

階以上

22名 8時間

リーダーシップのスキルと機能を学び、チームリーダーの役割

と機能に活かすことができる。リーダーとしてのコミュニケーショ

ンスキルを学ぶ。講師：高沢公信先生

コミュニケーション

リーダー

8/30

CDP３段

階以上

26名 8時間

コミュニケーションリーダーにふさわしいコミュニケーション能力

を身につける。言葉を論理的に整理し、考える力を身につけ

る。分かりやすい、伝わる文章とはどういうものかを整理し記述

できるようになる。伝わる伝え方、相手の感情を読み解き合わ

せる方法を理解する。講師：ハーティスト田邉　千枝先生

8/22

8/29

9/4

9/11

9/13 16名

11/19 35名

センター病院合同

副看護師長研修

10/30 CDP5 34名 4時間

専門職倫理（職業倫理）について部署での実践モデルとなる

ための知識を得る。

　：看護学科　勝山貴美子先生

10/3

10/10

10/23

10/31

11/6

11/13

11/15

11/29

12/3

12/12

10/2

11/9

12/18

1/8

呼吸管理Ⅰ（気管

切開患者の呼吸管

理）公開講座

12/20

CDP2段階

以上、南部

医療圏医

療従事者

25 4時間

安全を視点に、気管カニューレ挿入中の呼吸管理についての

基本的知識・技術を学び、部署の看護実践に活かす。

　講師：集中ケア認定看護師　佐内　友美、細路　史子、稲葉

桜看護師長

呼吸管理Ⅱ（人工

呼吸器の管理と看

護）

12/20

CDP2段階

以上

18 4時間

人工呼吸器について知識を習得する。

人工呼吸器装着中に必要な看護ケアを知る。

4時間

70名 4時間

82名

平成２５年

度新採用

者

新人看護師研修ス

テップⅣ

フィジカルアセスメ

ントⅠ

急変シミュレーショ

ン（リーダー編）

CDP４段

階以上

61名 4時間

急変時におけるリーダーシップがわかり、演習による体験が出

来る。

　講師：集中ケア認定看護師　細路史子、後藤祐子、稲葉桜

看護師長、立石由紀子、飯田八重子、佐内友美

救急看護認定看護師：三浦友也

リフレクション研修

CDP３段

階以上

15名

事例を再現することで実践の意味や価値に気付き、看護師とし

ての成長につなげることが出来る。

　講義講師：外来看護師長　金井　静絵

新人看護師研修ス

テップⅥ　　　　　（リ

スクアセスメント＆

多重業務）

平成２５年

度新採用

者

69名 8時間

看護場面におけるリスクについて学び、安全な看護が提供でき

る。看護部　安全管理担当看護師長　久保　まゆみ、多重業

務における優先順位が適切につけられる。看護部　教育担当

看護師長　加藤　弘美

新人看護師研修

（感染管理＆スキン

ケア）

平成２５年

度新採用

者

71名 8時間

処置別感染対策：手術室　感染管理認定看護師　中村　加

奈、スキンケアの基礎：看護部　皮膚・排泄ケア認定看護師

山田　千寿

抗がん剤の安全な取り扱いについて学ぶ。がん性疼痛看護を

実践する上での基本的な知識を習得する。

　：がん看護専門看護師、がん性疼痛看護認定看護師、がん

化学療法認定看護師

新人看護師研修ス

テップⅤ

（看護記録）

平成２５年

度新採用

者

新人看護師研修が

ん看護基礎編

平成２５年

度新採用

者

58名 3時間

8時間

・フィジカルアセスメントの基礎を学び、根拠を持って観察でき

る

・報告と相談の大切さを理解できる

　：看護学科　塚越みどり

看護記録の意義や記載ルールを理解し、記載すべき内容が

分かる。

　：看護部　研修派遣・システム担当看護師長　吉水　輩子

4時間

臨床における倫理的問題に気づき、どのような視点で考えれ

ばよいかわかる：看護学科　勝山貴美子

看護倫理Ⅱ

CDP３段

階以上

急変シミュレーショ

ン（メンバー編）

CDP２以

上

61名 4時間

フィジカルアセスメントⅡと組み合わせで実施

　：集中ケア認定看護師、救急看護認定看護師
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研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

1/6

1/15

継続看護 1/30

CDP2段階

以上

28名 4時間

継続看護・在宅看護推進のための基礎知識

退院支援の基礎とシステムについて学ぶ。

　講師：継続担当看護師　中村　優子、清田　みゆき、ケース

ワーカー友田安政

フィジカルアセスメ

ントⅢ（臨床推論）

＆急変予兆回避の

トレーニング

1/31

CDP３段

階以上

40名 8時間

臨床推論について学ぶ、急変予兆のトレーニング

　講師：急性期重症患者専門看護師　小幡　祐司（市民総合

医療センター）、救急看護認定看護師　三浦　友也

看護倫理Ⅲ 2/13

CDP３段

階以上

28名 4時間

事例検討を通して、倫理的問題の解決に向けて必要な情報が

わかり、解決の糸口を見つけることができる。

　講師：看護学科精神看護学教授　松下　年子先生、看護学

科教員、CNS

がん化学療法看護

Ⅱ

（公開研修）

12/5

CDP2段階

以上、南部

医療圏医

療従事者

20名 4時間

がん化学療法を安全・安楽・確実に実施するための看護師の

役割が理解できる。

　講師：臨床腫瘍科部長　市川　靖史医師、薬剤部：彌冨恵、

がん化学療法認定看護師　加藤亮子

がん性疼痛看護

Ⅱ

（公開研修）

2/17

CDP2段階

以上、南部

医療圏医

療従事者

28名 3時間

がん性疼痛看護を行う上での看護師の役割を理解することが

できる。

　講師：緩和医療部医師：小川賢一　薬剤部：小宮幸子　がん

性疼痛看護認定看護師、がん専門看護師

がん放射線看護基

礎

（公開研修）

2/17

CDP2段階

以上、南部

医療圏医

療従事者

27名 5時間

がん放射線看護を行う上での看護師の役割を理解することが

できる。

　講師：がん放射線看護認定看護師　竹田　弘美　放射線科

医師

2/26

3/3

3/3

3/3

コミュニケーション

リーダー導入編

3/3

CDP３段

階以上

31名 8時間

コミュニケーションリーダーにふさわしいコミュニケーション能力

を身につける。

　講師：ハーティスト田邉　千枝先生

新人看護師研修ス

テップまとめ研修

〔修了式〕

3/14

平成25年

度新採用

者

63名 4時間

1年間の研修を振り返り、次年度の課題を明確にする。

　講師：看護部教育担当看護師長　加藤　弘美

プリセプター導入

研修

CDP2段

階以上

4時間54名

人を指導・育成する時に必要な心構えを振り返りながら、新人

の指導・育成に対する意欲を高める・新人の特徴や傾向を踏

まえた関わり方を学ぶ。

　講師：看護部教育担当看護師長　加藤　弘美

リーダーシップⅠ

CDP2段

階

60名 4時間

看護方式の理解を通じ、メンバーシップ・リーダーシップについ

て学ぶことが出来る。講師：６－１病棟　佐々木　佳代看護師長

新人看護師研修ス

テップⅦ

（看護倫理）

平成２５年

度新採用

者

70名 8時間

倫理についての基礎知識を学び、身近に起こっている出来事

を倫理的な課題と結びつけることができる。

　講師：看護部　小児看護専門看護師　染谷　奈々子看護師

長、６－２病棟川口　真澄看護師長
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センター病院

研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

新任医師

オリエンテーション

4/1 新任医師 116名

2.5

時間

講義：知っておきたい病院の基本、急患対応、院内の情報伝達、

診療録・医療情報、安全管理、感染対策、看護、手術部、施設利

用について等

講師：平安 病院長、小田原精神医療センター部長、近藤人事調

整担当係長、乾呼吸器病センター担当部長、米村診療情報管理

担当係長、森村高度救命救急センター部長、寺崎安全管理指導

者、古川医療情報部長、馬場手術部長、金子呼吸器病センター部

長、河原師長、鈴木（美）副看護部長、長嶺施設担当係長、宍戸物

品管理担当係長、米村診療情報管理担当係長、岸田庶務担当係

長

新任医師

オリエンテーション

4/1 新任医師 116名 15分

「当院の感染対策」

講師：金子　猛感染制御部部長

臨床研修医

オリエンテーション

 

4/2,3,4,5,

8

1年次臨

床研修医

各37名 全日

講義：知っておきたい病院の基本、研修医としての心がけ、医療倫

理、診療におけるコミュニケーション、安全管理、感染対策、災害対

策、麻薬・処方箋・持参薬の取り扱いについて、医療面接につい

て、実習：医療安全・感染対策、基礎実技（導尿、採血等）、BLS等

講師：平安病院長、金子副病院長、寺崎安全管理指導者、平和血

液浄化療法部長、斎藤化学療法・緩和ケア部長、森村高度救命救

急センター部長、長谷川総合診療科部長、古川医療情報部長、小

田原精神医療センター部長、日比心臓血管センター医師、三好泌

尿器・腎移植科医師、新海呼吸器病センター医師、坂腎臓・高血

圧内科医師、金子看護師長、川原看護師長、山下臨床工学担当

係長、米澤臨床検査係長、近藤人事調整担当係長ほか

臨床研修医

オリエンテーション

4/3

1年次臨

床研修医

37名

120

分

「感染対策の基礎」金子　猛感染制御部部長

「手指衛生と個人防護具」感染制御担当　河原春代

新採用職員研修 4/3,4,5

新採用診

療放射線

技師、

転入職員

5名 2.5日

講義

・放射線部のクレドについて：村山技師長

・病院・放射線部門の概要について：菊地係長

・個人情報管理について：石川係長

・放射線部の安全管理について

　　：石川係長(リスクマネージャ)

・放射線障害防止法に基づく教育訓練

　　：菊地係長・宮内技師(放射線取扱主任者)

・オーダリング研修：橘技師

・患者接遇体験：一般撮影担当技師

・医療人としての心得：加藤技師

・感染対策について：河原師長(感染制御部)

新任師長

オリエンテーション

4/4 新任師長 3名 30分

[部署の感染管理の視点について]

講師：感染制御担当師長　河原春代

部署別研修

放射線部

4/4 新採用者 4名 60分

感染対策の基本　講義及び手指衛生・個人防護具着脱演習

講師：感染制御担当師長　河原春代

手術用機器取扱研修

4/4

6/20

看護師

臨床工学

技士

２５名

1時

間

眼科手術機器の取り扱いについて

講師：臨床工学技士　嶋倉

新採用看護職員研修

オリエンテーション

4/3,4,5

新採用看

護職員

  各93名 全日

講義：病院組織、看護部組織・方針、看護体制、教育プログラム、

業務管理、防災・災害管理、安全管理、感染管理、情報管理、組

織における役割・心構えと行動について

講師:谷川看護部長、濱崎副看護部長、鈴木美智子副看護部長、

十文字看護師長、牧内看護師長、河原看護師長、金子看護師長、

藤谷看護師長、阪口看護師長、平井看護師長、川合看護師長、長

田看護師長、池田看護師長

新採用者

看護技術研修

感染防止の技術

4/5

新採用

看護職員

  93名

1

時間

院内感染・職業感染と予防対策について、正しい手洗い・防護具

の正しい着脱、安全な針の取扱いについて、廃棄物の分別の講義

講師：感染制御部担当看護師長　河原師長
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研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

新採用者

看護技術研修

感染防止の技術

4/5 新採用看

護職員

  93名

240

分

講義：院内感染・職業感染と予防対策、倫理面について

実技：手指衛生・防護具の正しい着脱・オムツ交換手順

講師：感染制御担当看護師長　河原春代

感染対策リンクナース24名

新採用者

看護技術研修

感染防止の技術

4/5

新採用

看護職員

  93名

2．5

時間

講義：院内感染・職業感染と予防対策、倫理面について

実技：手指衛生・防護具の正しい着脱・オムツ交換手順

講師：感染制御担当看護師長　河原春代

感染対策リンクナース

平成25年度《新任者用》放

射線業務（診療）従事者講

習会

4/5

・新採用

診療放射

線技師

6名

3.75

時間

プログラム

1. 放射線障害防止に関する法令・規程とTopics　菊地達也（放射

線取扱主任者）

2. 放射線の安全取扱い　宮内敦由（放射線取扱主任者）

3. 放射線の人体への影響　宮内敦由（放射線取扱主任者）

4. Ｘ線被ばく防止のポイント　菊地達也（放射線取扱主任者）

新採用職員ステップアップ

研修

4/5

7/31

新採用診

療放射線

技師

4名

1時

間

座談会

・先輩技師との交流を図る

・先輩技師から学ぶ、放射線技師の仕事について

　　：坂野技師　(司会　井上技師・望月技師)

新採用者

看護技術研修

与薬・生体機能管理技術

「患者誤認防止」

4/8

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

患者誤認とその危険性を知り、患者確認の必要性と確認方法を学

ぶ。

講師：教育委員　9‐1小手美穂、9‐2櫻田由貴子、NICU渡邉佐知、

　　　　　　　　　　GICU兼平真由美

新採用者

看護技術研修

与薬・生体機能管理技術

「与薬の技術、誤薬防止」

4/8

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

与薬についての知識、技術を知り、与薬場面を経験する。

与薬時の手順や観察ポイントを学ぶ。

講師：教育委員　7‐1荒井史子、7‐2松谷典洋、11‐1田中千春、

　　　　　　　　　　11‐2佐藤尚美、外来A二瓶裕美

新採用者

看護技術研修

与薬・生体機能管理技術

「輸液調製」

4/8

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

輸液調整について基本的な知識、技術および清潔・性格・安全な

輸液調整法を学ぶ。

講師：教育委員　10‐1宮武千真、10‐2礒邊美帆、12‐1園部沙織、

　　　　　　　　　　 12‐2川西紀子

新採用者

看護技術研修

与薬・生体機能管理技術

「採血・検体採取」

4/8

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

採血についての知識・技術を知り、採血の方法をシミュレーターを

用いた演習で体験する。

講師：教育委員　8‐1谷口ルミ子、8‐2飯山奈美、外来C吉本優美、

　　　　　　　　　　 手術室斎藤笑美

新採用者

看護技術研修

与薬・生体機能管理技術

「輸液」

4/8

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

使用目的に応じた輸液ルートを選択し、輸液の滴下計算と滴下調

整方法を学ぶ。

講師：教育委員　14‐1鯖江敬子、14‐2鈴木優、救命病棟佐々木仁

美、

　　　　　　　　　　 EICU堂ノ脇奈々

新採用者

看護技術研修

与薬・生体機能管理技術

「輸血」

4/8

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

輸血の目的・種類・方法について理解し、演習を通して投与の実際

について学ぶ

講師：教育委員　CCU鷲見恵美、13‐1飯野香織、13‐2中村梨香、

　　　　　　　　　　 外来B伊藤生奈

新採用者

看護技術研修

「輸注・輸液ポンプの管理」

「酸素ボンベの取り扱い」

4/9

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

輸液ポンプ・シリンジポンプの原理、使用方法、注意点・観察事項

と酸素ボンベの取り扱い、看護技術手順に基づく技術について演

習を通して学ぶ。

講師：臨床工学技士　嶋倉詳基、島峰徹也

新採用者

看護技術研修

「褥瘡予防、創傷処置」

4/9

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

褥瘡予防の基本的知識、根拠に基づいた褥瘡予防対策を学ぶ。

創傷治癒過程を確認し、根拠に基づいた看護ケアの必要性を学

ぶ。

講師：皮膚排泄ケア認定看護師　宮田晶代

新採用者

看護技術研修

呼吸循環を整える技術

「酸素投与」

4/10

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

酸素投与の方法、器具について理解し、現場での適切な実践につ

なげる。

講師：（株）インターメドジャパン
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研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

新採用者

看護技術研修

呼吸循環を整える技術

「SpO

2

モニター」

4/10

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

SpO2モニターの示す意義がわかり、オキシセンサーを装着すること

ができるよう講義・デモンストレーション・演習を通して学ぶ。

講師：教育委員　9‐1小手美穂、9‐2櫻田由貴子、NICU渡邉佐知、

　　　　　　　　　　GICU兼平真由美

新採用者

看護技術研修

呼吸循環を整える技術

「吸引」

4/10

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

吸引の目的、適応、判断基準、注意点、観察のポイントについての

講義と感染予防に留意した安全な吸引について講義・デモンスト

レーション・演習を通して学ぶ。

講師：教育委員　10‐1宮武千真、10‐2礒邊美帆、12‐1園部沙織、

　　　　　　　　　　 12‐2川西紀子

新採用者

看護技術研修

症状・生体機能管理技術

「12誘導ECG、ECGモニ

ター」

4/10

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

12誘導心電図、心電図モニターに必要な物品・装着・管理方法に

ついて、デモンストレーションと演習を通して学ぶ。

講師：教育委員　8‐1谷口ルミ子、8‐2飯山奈美、外来C吉本優美、

　　　　　　　　　　 手術室斎藤笑美

１２誘導心電計取扱研修

4/10,11,1

2,15,16

8/12,26,2

7,29,30

看護師 141名

1時

間

１２誘導心電計の取り扱いについて

講師：外部講師（当該ﾒｰｶｰ）

新採用者

看護技術研修

症状・生体機能管理技術

「意識レベルの把握」

4/10

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

意識レベルの観察の方法、意識レベルの評価について、講義と演

習を通して学ぶ。

講師：教育委員　14‐1鯖江敬子、14‐2鈴木優、救命病棟佐々木仁

美、

　　　　　　　　　　 EICU堂ノ脇奈々

新採用者

看護技術研修

日常生活援助技術

「体位変換・移動」

4/10

新採用

看護職員

  93名

40分

×

14回

安全・安楽を配慮した、体位変換、移動について、目的や実際を講

義・デモンストレーション・演習にて学ぶ。

講師：教育委員　7‐1荒井史子、7‐2松谷典洋、11‐1田中千春、

　　　　　　　　　　11‐2佐藤尚美、外来A二瓶裕美

新採用者

看護技術研修

救命救急処置技術

（BLSとAED）

4/11

新採用

看護職員

  93名

2

時間

×

３G

BLSとAED使用方法の講義と実技演習

講師：高度救命救急センター医師

　　　救急看護認定看護師　山村看護師、冨樫看護師

　　　集中ケア認定看護師　平井師長、戸田看護師

　　　ほか院内BLSインストラクター

中心静脈カテーテル挿入・

留置講習会

4/10,11,

17,18

6/12

10/2

医師

研修医

計144名

（医師73

名、研修

医68名、

薬剤師3

名）

各1.5

時間

目的・適応、穿刺方法、合併症、薬剤、登録医制度等についての

講義（一部e-Learningで実施）、実技演習

講師：中心静脈カテーテル挿入・留置プロジェクトメンバー

新人看護師研修

コミュニケーション

～プロとしてのはじめの

コミュニケーション～

4/15、

4/16、

4/19

新採用看

護職員

  93名

1日

×

３G

仕事をしていく上で必要となる周囲の人達との関わり方、コミュニ

ケーションエラーを防ぐ受け取り方、聴き方、伝え方、表現の仕方を

講義・グループワークを通して学ぶ。

講師：株式会社ハーティストエグゼクティブトレーナー

　　　田邉千枝

手術室電気設備勉強会 4月16日

臨床工学

技士

１５名

1時

間

手術室の電気設備の特殊性・注意点について

講師：外部講師（ｴｱｰｳｫｰﾀｰ防災）

人工心肺勉強会 4/30

看護師

臨床工学

技士

16名

1時

間

人工心肺の基礎と応用について

講師：臨床工学技士　土橋

人工呼吸器取扱研修

5/1

7/4

看護師 18名

1時

間

人工呼吸器ｻﾞﾋﾞｰﾅ３００の取り扱いについて

講師：臨床工学技士　島峰
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研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

看護技術研修

CV管理コース

「テスト」

5/2

6/13

7/18

7/25

9/19

9/25

院内看護

職員

のべ

125名

各

3

時間

×

11回

CV管理に関する原理原則をふまえ、安全な看護技術へつなげる。

講義：1．看護技術と責任、2．CVに関連する解剖、生理、合併症、

　　　 副作用、リスク、3．CVカテーテル・ラインの種類と構造、4．

シュアプラグの構造と使用方法について、4．インシデント、アクシデ

ントの早期発見、 早期対応、について

演習：指導者によるデモンストレーション後、手順に従って演習を実

施

講師：「CV管理」コース指導研修受講者、

       CVCプロジェクトリーダー田原良雄医師

新採用者

看護技術研修

「尿留置カテーテル挿入」

5/9

新採用

看護職員

  93名

80分

×

４G

「閉鎖式尿留置カテーテル」の挿入、管理についての原理、原則を

理解する。

講師：メディコン株式会社　中村　敦

患者（起き上がり）

介助研修

5/14

5/21

診療放射

線技師

44名

0.5

時間

『頚椎や胸腰椎に痛みを伴う患者さんの（起き上がり）介助につい

て』実習

講師：理学療法士 6名

心肺蘇生講習会

（医療職向け）

5/16

7/18

9/19

医師

研修医

看護師

他医療職

104名

各1.5

時間

人形を用い、心肺蘇生法（胸骨圧迫、人工呼吸、AEDの使い方）を

学ぶ。

講師：高度救命救急センター　川村医師ほか

地域連携研修会

感染症フォーラム 5月22日 全職員

84人

（院内68

人、院外

16人）

90分

「感染症診療の原則～適切な抗菌化学療法のために～」

講師：サクラ精機株式会社 学術顧問　青木　眞　先生

新採用者研修

統合研修

「多重課題の対応」

5/23、

5/30

新採用看

護職員

  93名

2.5

時間

×

４G

患者に正確かつ安全な看護技術を提供することについて、事例を

用いたロールプレイを実施展開し、学習した看護技術を振り返る。

援助者：教育担当師長、教育委員会担当師長、教育委員会委員

　　　　教育担当

感染防止技術講習会

5/27・28・

29

6/5・6・7

医師・看

護師

180名 90分

N95マスクフィットテスト研修

感染制御担当師長　河原春代

研修協力：日本船舶株式会社　スリーエム

平成25年度《第1回目》放

射線業務（診療）従事者講

習会

5月31日

・放射線

業務〈診

療〉従事

職員

（ガラス

バッジ装

着職員）

62名

2.00

時間

プログラム

1. 放射線の人体に与える影響　黒田周児（診療放射線技師）

2. 放射線管理の概要とX線診療の放射線被ばくについて　坂口美

穂（診療放射線技師）

3. RI検査&治療の概要と放射線被ばく、血液照射装置について

千葉敏春（診療放射線技師）

4. 放射線治療概論（放射線治療の業務とリスクマネジメント）　服部

太郎（診療放射線技師）

5. 放射線障害予防に関する法令とtopics　菊地達也（放射線取扱

主任者）

BLS 講習会インストラクター

フォローアップ

6/6

院内看護

職員

5名

 1

時間

院内BLSインストラクターとしての知識・技術の維持、向上を図り、適

切な指導を実施するためのシミュレーション学習

講師：救急看護認定看護師，集中ケア認定看護師

看護技術研修

CV管理コース

「講義・演習」

6/6

6/13

7/18

7/25

9/19

9/26

院内看護

職員

のべ

177名

各

3

時間

×

12回

CV管理に関する原理原則をふまえ、安全な看護技術へつなげる。

講義：1．看護技術と責任、2．CVに関連する解剖、生理、合併症、

　　　 副作用、リスク、3．CVカテーテル・ラインの種類と構造、4．

シュアプラグの構造と使用方法について、5．インシデント、アクシデ

ントの早期発見、 早期対応、について

演習：指導者によるデモンストレーション後、手順に従って演習を実

施

講師：「CV管理」コース指導研修受講者、

       CVCプロジェクトリーダー田原良雄医師

e-learning「感染管理コンテ

ンツ」

6/7～8/31 全職員 1748名 15分

感染対策の基本と院内ルール
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研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

スキンケアⅠ

褥瘡予防対策の基本

「体圧分散」「スキンケア」

6/10

院内看護

職員

29名

1

時間

褥瘡予防の基本を理解し、ケア計画につなげることができる。予防

的スキンケアの必要性について学ぶ。

講師：皮膚・排泄ケア認定看護師　宮田晶代

（公開講座）

看護職員研修

急性期呼吸管理

シリーズ

6/13

7/11

8/22

9/2

横浜市内

看護職員

213名

(院内

156名、

院外

57名)

各

1.5

時間

人工呼吸管理及びケアに必要な基本的な知識を習得し、実践に

役立てる。

1回目　呼吸理学療法と加温加湿

　　　 講師：集中治療部部長　大塚将秀

2回目　人工呼吸中の観察とモニタリング

　　　 講師：集中ケア認定看護師　井上美紀子

3回目　人工呼吸器Savinaと加温加湿器MR850

　　　 講師：臨床工学技士　嶋倉詳基、島峰徹也

4回目　人工呼吸器バンドル

　　　　講師：集中治療部部長　大塚将秀

患者移乗講習会 6/21

新採用診

療放射線

技師、

転入職員

5名

1時

間

『ベッド～車いすでの患者移動について』実習

講師：理学療法士

研修医

MRI装置磁場体験

6月26日

6月28日

7月4日

7月10日

・1年次研

修医

・新採用

診療放射

線技師

39名

0.50

時間

プログラム

1. 講義：「MRI装置の磁場と磁場の危険性」　出川輝浩・木村友哉

（診療放射線技師）

2. 金属持込体験：「MRI検査室でハサミが飛ぶ」　早川堅一・出川

輝浩・木村友哉（診療放射線技師）

e-learning

安全管理コンテンツ

7/4～9/30 全職員 1924名 15分 「患者確認」安全コンテンツ各論

生体情報ﾓﾆﾀｰ取扱研修

7/10

7/12

麻酔科医

師

看護師

臨床工学

技士

３５名

1時

間

生体情報ﾓﾆﾀｰ　ｲﾝﾃﾘﾋﾞｭｰの取り扱いについて

講師：外部講師（ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ）

地域連携研修会

感染症フォーラム 7月24日 全職員

69人（院

内56人、

院外13

人）

90分

「「アウトブレイク事例から学ぶ医療関連感染対策」

講師：愛知医科大学病院　感染症科/感染制御部　主任教授

　　　三鴨廣繁先生

個人情報保護研修

7/25

8/1

診療放射

線技師

45名

0.5時

間

講義：安樂係長

・個人情報／保護とは

・個人情報保護法の基本理念と法体系イメージ

・個人情報取扱の基本ルール

・実務における注意点

・個人情報の提供依頼への対応

医薬品安全管理講習会 7月30日 全職員 44

1時

間

「もう一度確認しよう　麻薬の特徴と取扱い時の注意事項」

麻薬製剤の取扱いや注意点について理解を深める。

講師：薬剤部　縄田修一

補助循環装置取扱研修 8/8

看護師

臨床工学

技士

８名

0.5時

間

補助循環装置PCPSの基礎と施行中の管理について

講師：臨床工学技士　原山

看護助手研修 9月5日 看護助手 45名

45分

×2

回

「看護助手業務と感染防止」

手指衛生、防護具の正しい着脱、職業感染予防

講師：感染制御担当師長　河原春代

新任師長研修 9月20日 新任師長 3名 60分

「部署運営のヒント～感染管理の視点から～」

講師：感染制御担当師長　河原春代

平成25年度《第1回》放射

線関連装置の医療機器安

全取扱研修

9月20日

・診療放

射線技師

・放射線

部医師

・放射線

科医師

・外来C看

護師

34名

1.75

時間

プログラム

1.医療機器の安全確保について 平野祉江（診療放射線技師）

2.救急血管装置を安全に取り扱うために 加藤順二（診療放射線技

師）

3.放射線治療装置の安全取扱 服部太郎（診療放射線技師）

4.病院機能評価と医療機器安全管理 平野祉江（放射線取扱主任

者）
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研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

第1回

医療安全講演会

9月24日 全職員 74名

1

時間

「電子カルテと医療安全」

講師：筑波大学附属病院医療情報部長　大原　信先生

地域連携研修会

感染症フォーラム 9月25日 全職員

48人（院

内38人、

院外10

人）

90分

[耐性菌の現状と院内感染対策」

講師：東京医科大学 微生物学講座 主任教授

　　　東京医科大学病院 感染制御部 部長　松本哲哉先生

人工呼吸器取扱研修

10/2

12/4・5

3/6

看護師 33名

１時

間

人工呼吸器の操作取り扱い・管理上の注意点について

講師：臨床工学技士　島峰

（公開講座）

急性期呼吸管理

シリーズ

10/10

横浜市内

看護職員

合計

44名

院内

28名

院外

16名

1.5時

間

人工呼吸管理に必要な看護技術、及び緊急時の対応についての

学習

講師：集中ケア認定看護師

看護技術研修

胸腔ドレン

指導者コース

【講義・演習】

10/10

11/7

院内看護

職員

29名

各

3.5

時間

看護の行為と責任、胸腔ドレンの原理、原則、リスクの理解、胸腔ド

レン管理技術について講義と演習を実施

講師：集中治療部部長、教員・教育担当者養成課程修了者

補助循環装置取扱研修

10/16～

10/30

7日間

看護師

臨床工学

技士

35名

１時

間

補助循環装置IABPの操作取り扱い・管理上の注意点について

講師：外部講師（当該メーカー）

新採用者研修

安全管理研修

10/16

10/23

新採用

看護職員

計86名

各

3.5

時間

日常の看護実践における放射線被曝とその予防および医療安全

の取り組みとヒューマンエラーについて講義を実施。インシデント事

例のグループワークを実施

講師：放射線部技師、安全管理担当師長

清掃員研修 10/17 清掃員 35名 30分

「手洗いと標準予防策・流行疾患・清掃の基本」

講師　感染制御担当師長　河原春代

看護技術研修

「CV管理」テスト

10/24

11/28

2/24

院内看護

職員

計41名

各

0.5

時間

ＣＶ管理に関する全般的な必要知識の習得と、ライン接続・

交換時の手技に関する研修受講後の知識、技術の確認を目的とし

て筆記および実技テストを実施

担当：教育担当、CV管理指導者コース修了者

急変予兆勉強会 11/7

院内看護

職員

計41名

各

1.75

時間

事例を通して、急変予兆に気づくために、急変に至るまでの経過を

フィジカルアセスメントし、シュミレーション演習を通して学んだ

講師：集中ケア認定看護師　救急看護認定看護師

e-lerning

感染コンテンツ

11/7～

11/27

全職員 1682名 15分

「職員として知っておきたい就業制限が必要な感染症と当院の対

策2013」

平成25年度《第2回目》放

射線業務（診療）従事者講

習会

11月8日

・放射線

業務〈診

療〉従事

職員（ガラ

スバッジ

装着職

員）

58名

1.75

時間

プログラム

1. 特別講演「福島第一原発からの放射能汚染について」 岡崎冨

三夫（富士フィルムRIファーマ株式会社）

2. 放射線の安全な取り扱い（放射線治療・血液照射） 宮内敦由

（放射線取扱主任者）

3.関係法令と当院の予防規程（法令改正に伴う予防規程の改定）

宮内敦由（放射線取扱主任者）

危険予知訓練（KYT）

講習会

11/11

診療放射

線技師

計8名

1.5

時間

１．「インシデントＫＹＴ説明 」スライド講義（10分）

　　講師：放射線部　　蛸佳代子

２．インシデントＫＹＴ実習（80分）

　　実習指導：放射線部　坂野智一、渡部真理、山口聖

　　参加対象：新採用職員、及び昨年度の未受講者
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研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

手術用機器取扱研修

11/11

11/15

11/18

看護師 27名

１時

間

手術台の安全な取り扱いについて

講師：臨床工学技士　嶋倉、外部講師（当該メーカー）

心肺蘇生講習会

（医療職向け）

11/21

1/16

3/20

医師

研修医

看護師

他医療職

計 78名

各1.5

時間

3人1組のグループになり、人形を用いて心肺蘇生（胸骨圧迫、人

工呼吸、AED）の仕方及び流れを実践的に学習する。

　

講師：高度救命救急センター　松本（匡）医師

インストラクター：救急看護認定看護師ほか

地域連携研修会

感染症フォーラム 11月27日

医師、コメ

ディカル

59名（院

内44名、

院外15

名

90分

「抗菌薬はじめの一歩2012」

自治医科大学臨床感染症センター　感染症科　准教授

矢野　晴美　先生

（公開講座）

リーダーナースの

急変予兆

【講義】

11/29

横浜市内

看護職員

計74名

院内

54名

院外

20名

7

時間

①代謝系の障害による意識障害時のアセスメントについて

②脳神経系の障害による意識障害時のアセスメントについて

③危機理論、危機状態にある患者・家族の心理の理解と関わりに

ついて

講師：集中ケア認定看護師・救急看護認定看護師ほか

リーダーナースの

急変予兆・ALS

【演習】

12/5

院内看護

職員

　

28名

8

時間

事例を通して、急変予兆に気づくために急変に至るまでの経過の

フィジカルアセスメント演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今までの

知識と技術を統合し、急変予兆に気づき、報告し、かつ急変時の

対応として迅速・的確に（状況判断や役割分担など）実施すること

ができるよう、事例を基にシュミレーション演習

講師：集中ケア認定看護師・救急看護認定看護師

BLS 講習会インストラクター

フォローアップ

12/5

院内看護

職員

5名

1

時間

院内BLSインストラクターとしての知識・技術の維持、向上を図り、適

切な指導を実施するためのシミュレーション学習

講師：救急看護認定看護師，集中ケア認定看護師

部署別研修

放射線部

12/12

放射線技

師

25名 60分

「放射線部の特徴と感染対策の基本」

感染制御部担当　感染管理認定看護師　河原春代

看護技術研修

胸腔ドレン

指導者コース

【テスト】

12/12

12/19

院内看護

職員

29名

各

1

時間

胸腔ドレンの原理、原則、リスクおよび胸腔ドレンの看護技術につ

いて筆記・実技テストを実施

担当：教員・教育担当者養成課程修了者

e-learning

安全管理コンテンツ

1/1～1/28 全職員 1611名 15分 医療安全のためのKYT＜危険予知トレーニング＞

CR読取装置更新に伴う医

療機器導入時研修

1月7日

　14日

（追加）

20日

診療放射

線技師

25名

0.75

時間

プログラム

1. 読取装置（FCR Speedia CS Plus）の操作方法と安全な取扱い方

大原英治（富士フイルムメディカル）

2. 立位昇降撮影台および立位スカイビュー撮影補助具の操作方

法と安全な取扱い方　児玉裕治（診療放射線技師）

看護技術研修

「血管確保」

1/9

1/16

1/23

1/30

院内看護

職員

計

82名

各

3.5

時間

血管確保に関連する基本知識、静脈注射に関する関係法規、血

管確保にともなう合併症、薬剤の血管への影響の理解と血管確保

の技術演習を実施

講師：教育担当師長、教育委員会担当師長

第２回　医療安全講演会 1月16日 全職員 71名 60分

「リエゾンチームの活動と院内自殺対策について」

講師：リエゾンチーム　日野医師・蒲池精神看護専門看護師・遠藤

精神看護専門看護師

地域連携研修会

感染症フォーラム

1月22日 医師、コメ

ディカル

55名（院

内38名、

院外17

名）

90分

「感染対策の重要ポイント 総集編」

講師：浜松医療センター　副院長　矢野　邦夫　先生
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研修区分 開催日 対象 参加数 時間 内容

部署別研修

臨床検査部

1/29

臨床検査

技師

30名 60分

「生理機能検査と感染対策」講義とラウンド

感染制御担当　感染管理認定看護師　河原春代

医療用ポンプ取扱研修 1/30 看護師 24名

１時

間

医療用ポンプ（輸液ポンプ・シリンジポンプ）の取り扱いについて

講師：臨床工学技士　若松・上口

生体情報モニター取扱研

修

1/30 看護師 24名

１時

間

生体情報モニターの操作取り扱い・管理上の注意点について

講師：臨床工学技士　島峰

看護師・医師等

MRI装置磁場体験

2月12日

　19日

　26日

・看護師

・看護助

手

・医師

21名

0.75

時間

プログラム

1. 講義：「MRI装置の磁場とその危険性」　出川輝浩・木村友哉（診

療放射線技師）

2. 金属持込体験：「MRI検査室でハサミが飛ぶ」　出川輝浩・木村

友哉・堀真由美（診療放射線技師）

生体情報モニター取扱研

修

2/26 看護師 12名

１時

間

MR室用生体情報モニターの取り扱いについて

講師：外部講師（当該メーカー）

看護技術研修

「CV管理」

講義・演習・テスト

2/24

院内看護

職員

14名

3.5

時間

ＣＶ管理に関する全般的な必要知識の習得と、ライン接続・

交換時の手技に関する演習およびテストを実施

講師：教育担当師長、安全管理担当師長

医薬品安全管理講習会 2/24 職員全員 28名

1時

間

がん化学療法実施にあたり確認すること

人工心肺勉強会 2/27 看護師 9名

１時

間

人工心肺の基礎と応用について

講師：臨床工学技士　土橋

平成25年度《第2回》放射

線関連装置の医療機器安

全取扱研修

3月7日

14日

17日

・診療放

射線技師

・放射線

部医師

・放射線

科医師

・外来C看

護師

45名

1.75

時間

プログラム

1.医療機器の安全確保について 柳田隆（診療放射線技師）

2.救急血管装置を安全に取り扱うために 加藤順二（診療放射線技

師）

3.放射線治療装置の安全取扱 服部太郎（診療放射線技師）

4.H26診療報酬改定について（＋α） 菊地達也（放射線取扱主任

者）
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５５５５    入院患者入院患者入院患者入院患者さんさんさんさんアンケート（附属病院の例）アンケート（附属病院の例）アンケート（附属病院の例）アンケート（附属病院の例）    

    

入入入入    院院院院    患患患患    者者者者    ささささ    んんんん    アアアア    ンンンン    ケケケケ    ーーーー    トトトト    

 

このアンケートは，皆さんが入院療養中にお感じになったことについてうかがい，

病院の安全管理対策や医療サービスの質を向上させていくことを目的としています。

皆様から頂戴したご意見を参考に，より信頼される病院づくりに向け，職員一同，励

んで参りますので，率直なご意見をいただければと思います。ご協力をお願いします。 

アンケートにつきましては，退院の際または退院後外来にご来院されました折に，

２階総合案内カウンター（土・日曜，祝日は１階防災センター）に設置してあります

回答箱に投函くださるよう，お願いいたします。 

横浜市立大学附属病院長横浜市立大学附属病院長横浜市立大学附属病院長横浜市立大学附属病院長    

 

 

１ 貴方様が入院期間中に受けた，病状や治療方針の説明は分かり易かったですか。 

 （該当する□にレ点をつけてください） 

 □ 良く理解できた         □ 一応理解できた        □ どちらでもない 

 □ 余り理解できなかった   □ 全く理解できなかった  

 □  その他                                                            

 

２ 入院中の治療，検査，処置など診療全般について，医療安全管理上問題があった 

 と思われたこと，その他に気づかれたことや不満に思われたことがありますか。 

 （該当する□にレ点をつけてください） 

 □ ある      □ ない 

 

３「ある」とお答えいただいた方は「いつ」「どのようなことか」などを具体的にお 

書き願います。 
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４ 医師，看護師，薬剤師，技師などの応対について，どうお感じになりましたか。 

 （該当する□にレ点をつけてください） 

    □ 非常に良い       □ まあ良い       □  普通      □やや悪い 

    □ 非常に悪い       □ 分からない 

 

５ 病室，トイレ，デイルーム，食事など院内の療養環境について，あなたの印象に 

 最も近いものはどれですか。  （該当する□にレ点をつけてください） 

    □ 満 足    □ やや満足    □やや不満    □ 不満    □ 何とも言えない 

 

６ 職員の応対や療養環境，その他，お気づきの点があれば自由にご記入下さい。 

                                                                          

                                                     

                                                                          

                                                                          

 

７ おかかりの診療科と病棟を記入して下さい。 

   ① 入院した病棟              病棟           

   ② 診  療  科   （該当する□にレ点をつけてください）            

□ リウマチ・血液・感染症内科 □ 呼吸器内科 □ 循環器内科 

□ 腎臓・高血圧症内科 □ 消化器内科  □ 内分泌・糖尿病内科 □ 神経内科 

□ 脳卒中科 □ 神経科 □ 小児科 □ 一般外科 □ 心臓血管外科 

□ 心臓・小児循環器 □ 消化器・肝移植外科 □ 臨床腫瘍・乳腺外科 

□ 整形外科 □ 皮膚科 □ 泌尿器科 □ 産婦人科 □ 眼科 □ 耳鼻咽喉科 

□ 放射線科 □ 歯科口腔外科  □ 麻酔科 □ 脳外科 

□ リハビリテーション科 □ 形成外科 □小児精神神経科 

 

８ 差し支えなければご記入下さい。 

   ア    性  別 ：  男 性 ・ 女性   （該当する方に○をつけてください） 

   イ    年  齢              歳 

   ウ    ご住所                                                 

                                    

         お名前                                                   

ご記入の日ご記入の日ご記入の日ご記入の日        平成平成平成平成        年年年年        月月月月        日日日日            （ご協力ありがとうございました）（ご協力ありがとうございました）（ご協力ありがとうございました）（ご協力ありがとうございました）  
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